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このたび、平成25年度に行いました本市飯野町所在の「飯野

西分広定遺跡J発掘調査の報告書ができる運びとなりました。

本調査では、この地に古墳時代から古代、中世にわたって集

落が形成されていたことが判明しており、特に、古代の終わり

から中世に続く掘立柱建物跡、が4棟検出されています。丸亀市

内には中世遺跡の調査事例がほとんど無いことから、今回の成

果を得たことは大きな喜びであり、当時の人々の生活の様子や

文化などの時代背景を考察する上で貴重な資料になると期待し

ているところです。

本報告書が、今後における麗史研究の資料として広く活用さ

れますとともに、埋蔵文化財に対する多くの人の理解と関心が

より深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査や報告書作成に際し多大なご

協力とご支援をいただきましたすべての皆さまに厚くお礼申し

上げます。

平成26年3月31日

丸亀市教育委員会

教育長中野レイ子



例言

1.本報告書I土、丸亀市立飯野保育所園舎建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

で、丸亀市飯野町に所在する飯野西分広定遺跡(いいのにしぶんひろさだいせき)

の報告を収録した。

2.発掘調査は、丸亀市健康福主同日子育て支援課からの依頼を受け、丸亀市教育委員

会が調喧主体となり実施した。

3.発掘調査は、平成25年度に本調査を丸亀市教育委員会総務課東信男、谷口梢が行
った。

4.本書の執筆・編集は、谷口が行った。

5.発掘調査から整理作業、報告書報嘩を実施するにあたって、下記の関係諸機関な

らびに次の方々からご教示およびご協力を得た。記して厚く謝意を表する(敬称略)。

丸亀市健康福主出1子育て支援課、地元自治会、香川県教育委員会、高松市教育委

員会、岡山市教育委員会、(財)元興寺文化財研究所、森下英治、乗松真也、船築

紀子、乗岡実、佐藤亜聖

6.本書に使用した方位は、座標北を指し、遺跡の測量は世界測地系による。なお、

基準点測量;及びメッシュ杭の設定は側スペースが行った。

7.本文中の断面図に記載してある「土色」は、農林水産省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖2004年版』による。

8. 調直地の位置を示した挿図については、国土地理院地形図「丸亀J(50，000分の
1)、丸亀市が作成した都市計画図 (10，000分の1:平成18年承認番号第25号)
を使用した。

9.現地調査及び整理作業によって作成された原図・トレース図・写真データ及び出

土遺物は、丸亀市教育委員会に収蔵・保管している。
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平成 24年 7 月 11 日 ~7 月 17 日に試掘調査を実施した。その結果、開発範囲内に

おいて古代から中世にかけての土坑数基、古代以降の条里地割に関係する溝状遺構な

どの遺構および漬物を確認したため、保護措置が必要であると考えられた。

平成25年度において園舎建設工事が開始されることとなり、園舎の設計が成され、

本市教育委員会と健康福祉部子育て支援課で協議が行われた。飯野町西分字広定甲 12

番、 13番1、18番を対象とする当該地全域に、園舎建設による掘削作業によって、

埋蔵文化財に影響が及ぼすこととなり、発掘調査を行うこと左なった。

第2節調査およひ唾理作業の蹴晶

丸亀市教育委員会は、平成25年6月24日から発掘調査を開始し、平成25年10

月 1日まで継続して調査を実施した。調査区は、残土置き場確保のため調査区を第1

~3調査区と呼称し、西端から実施した。

発掘調査体制は、以下のとおりである。

平成25年度

丸亀市教育委員会

教育長 中野レイ子

教育部長 官武正治

総務課

課長 山地幸夫

副課長(丸亀市立資料館長) 関野真樹

文化財保護担当長 東信男

主査 近藤武司

主査 野沢明子

非常勤 谷口梢

非常勤 徳永多佳子

非常勤 鎌谷周子

発掘調査に携わった方は、以下のとおりである。

発掘作業員茶本憲一正岡良一弘松章志塩田輝彦山下月男西山

奥三弘水谷忠小川浩司尾藤元典高橋佐東三谷愛子

松原忠、淀川清美

作業の経過

主な発掘作業は以下のとおりである。

平成25年

6月24日(月) 作業小屋設置準備。調査範囲に安全杭を設置。

6月初日 ω，) 作業小屋設置準備。安全杭に立ち入り禁止のロープ設置。
6月28日(金) 作業小屋、仮設トイレ設置完了。道具搬入。

7月1日 開) 第1調査区重機掘削作業。

7月2日 0<.) 重機掘削作業。調査区南壁断面図作成調査南側IJの遺構検出写真

撮影。

7月3日 (水) 重機掘削作業。
7月4日 (木) 水抜き。

7月8日 (月) 水抜き。遺構面精査。

7月9日 仇) 遺構面精査。遺構検出写真撮影。遺構配置図 (8=1/100)作成。

7月10日(水) 遺構面精査。
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7月11日(木) 遺構面精査。
7月12日(金) 遺構掘削開始。遺構断面図作成

7月16日0}() 遺構掘削。

7月17日(水) 8D04検出写真撮影。
7月18日(木) 8D04掘削。
7月19日(金:) 8D04掘削。
7月22日(月) 8D04掘削。第1調査区全面掃除
7月初日 ωく) 第1調査区全面掃除遺構平面図 (8=1/2ω作成。
7月24日(水) 第1調査区全景写真撮影終了。遺構平面図作成

7月25日(木) 調査区レベル測量。

7月26日(金) 第1調査区埋め戻し作業。

7月29日(月) 第2調査区重機掘削作業。遺構面精査。

7月31日(水) 水抜き。重機掘削作業。遺構面糟五

8月1日 (木) 重機掘削作業。遺構面精蕊

8月2日 (金) 水抜き。

8月5日 (月) 水抜き。
8月6日 ω() 水抜き。遺構面精査。

8月7日 (水) 遺構面精査。遺構配置図 (8ニ1/100)作成
8月8日 (木) 遺構面精査。遺構配置図 (8ニ1/100)作成
8月9日 (金) 遺構検出写真撮影。遺構配置図 (8=1/100)完了。

調査区東壁断面図作成

8月19日(月) 水抜き。潰構掘削作業。
8月初日(火) 遺構掘削作業。調査区北援断面図作成遺構半裁写真撮影。

遺構半裁断面図作成

8月21日(水) 遺構掘削作業。遺構半裁写真撮影。遺構半裁断面図作成。
8月23日(金) 遺構損削作業。遺構平面図 (8=1120)作成。調査区東側掃除
8月28日(水) 水抜き。遺構掘削作業。遺構平面図 (8=1/2ω作成。
8月29日(木) 遺構掘削作業遺構平面図 (8ニ1/20)作成。
8月初日(金) 第2調査区東側遺構完掘写真撮影。

8月3日 0}() 水抜き。
8月5日 (木) 水抜き。調査区西側遺構面精査。

9月6日 (金:) 水抜き。

9月9日 (月) 水抜き。

9月10日仇) 調査区西側遺構面精査。
9月11日(水) 調査区西側遺構面検出写真撮影。

9月12日(木) 遺構掘削作業
9月13日(金) 遺構掘削作業

9月14日(土) 第2調査区全景写真撮影。遺構平面図 (8ニ問。)作成
9月16日(月) 第2調査区レベル誤l虚。

9月17日むた) 第2調査区レベル測量。
9月18日(水) 第2調査区埋め戻し作業
9月19日(木) 第3調査区重機掘削作業。遺構面精査。遺構配置図 (8=11100)作

成。

9月初日(金) 遺構面精査。遺構配置図 (8=1/100)作成。
9月21日(土) 遺構姻削作業主遺;構配置図 (8=11100)作成。
9月22日(日) 遺構掘削作業主遺構断面図作成
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9月23日(月) 第3調査区東側重機掘削作業。

9月 24日(;}() 重機掘削作業。遺構面精査。遺構掘削作業。

9月25日(水) 遺構面精査。遺構掘削作業

9月26日(木) 遺構半裁写真撮影。遺構断面図作成。

9月27日(金) 遺構掘削完了。第3調査区全景写真撮影。

9月30日(月) 遺構平面図 (8=1庖0)作成。

10月 1日伏) 飯野保育園園児見学。遺構平面図 a=1J20)作成レベル測量
10月2日(水) 第3調査区1割浬め戻し作業。

10月5日(金) 飯野小学校6年生発掘体験、見学。作業小屋、仮設トイレ撤去。

調査完了。

整理作業体制は、以下のとおりである。

平成25年度

丸亀市教育委員会

教育長

教育部長

総務課

課長

副課長(丸亀市立資料館長)

文化財保護担当長

主査

主査

非常勤

非常勤

非常勤

非常勤

中野レイ子

宮武正治

山地幸夫

関野真樹

東信男

近藤武司

野沢明子

谷口梢

徳永多佳子

鎌谷周子

荻田利幸

整理作業は、発掘調査終了後直ちに実施し、谷口が担当し、東が補佐した。出土遺

物船争、遺物注記、接舎を実施し、分類作業および選別作業を行った。その後、遺物

実測、遺構・遺物図面のトレース、レイアウト、遺物写真撮影、執筆、編集を実施し

た。

第1表整理作業工程表

平成25年 平成26年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

洗浄

接合・復元

実測

トレース

写真撮影

報嘩・編集
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第2章遺跡の立地と環境

第1節地理的環境

飯野西分広定遺跡l士、丸亀平野東部にき華える飯野山の北西麓に位置している。丸亀

平野は、南部の山間部から瀬戸内海に向かって流れ込んでくる大東川、土器川、弘田

川、金倉川があり、これらの犯濫・堆積によって形成された沖積平野である。

丸亀平野には、溶岩が噴出して覆われた台地が浸食されたピュート状の孤立した

山々が見られる。平野の東側には飯野山、青ノ山などがあり、市街地の中央には亀山

があり、頂上には丸亀城がある。さらに平野中央部には、双子山があり、それ以外は

ほぼ平坦な平野をなしている。

遺跡付近は、飯野山の東側.uを流れる大東川と西側を流れる土器川によって形成され

た緩扇状地で、航空写真判読などから旧河道が多く流れていることが容易に観察でき

る地域である。また、対象地西側においては、条里型地割が明僚に残っており、本遺

跡周辺においても条里の復元が可能な地域であることも想定できる。

第2節歴史的環境

飯野西分広定遺跡周辺では、これまでの発掘調査事例はかなり乏しく、遺跡の性格

が明確に判明しているものは、ほとんど見られない。飯野山北側、東側については近

年道路整備事業により大規模開発が集中し、多くの発掘調査事例が豊富に見られる。

飯野町域は、国道 11 号線を挟んで南北に広く、 ~t端では青ノ山南西裾部より南の
丘陵kに築造された前方後円墳である吉岡神社古墳が見られる。それから、本遺跡ま
での約 1.5kmの問、明確な遺跡は存在していない。

飯野山周辺を中心に遺跡の分布を見ていくと、旧石器時代や縄文1時代は、ナイフ形
石器や石匙が採集されているが、明確な遺構などは検出されていない。

弥生時代では、『飯野山西麓散布地』が存在している。飯野山の西麓造成工事に伴い

平成 13年度~15年度まで丸亀市教育委員会が発掘調査を行い、弥生時代後期の竪穴
建物跡を23基検出している。飯野山東麓では、国道438号線整備工事により香川県

埋蔵文化財センターが調査を行い『東坂元秋常遺跡』、『東坂元北岡遺跡』などが栴主

し、飯野山山頂でも中期の弥生土器が採集されていることから、高地性集落の可能性

が考えられている。後期から終末期にかけて集第は、『下)11津:遺跡~ rJ11津:ーノ又遺跡』
などのように増加・拡大の傾向を示している。

古墳は、小規模な前方後円墳である『三ノ池古墳(全長約35mHが飯野山東麓に

所在している。他にも、平成4年度では飯山町教育委員会が『城山4号墳』の発掘調

査を行い、竪穴石室などの埋葬施設を明らかにしている。『次郎山古墳』、『山田山古墳』

なども前期に属するものと考えられている。中期では、円筒埴輪や古式須融持出土

している『城山 1~3 号墳』、『国持塚古墳』などが所在している。後期に入ると横穴

式石室が現れ、古境の築造も増加していく傾向にある。飯野山西麓散布地では、弥生

時代後期の竪穴建物跡の上に横穴式石室を伴う円墳が3基築かれている。石室内から

は、須恵器、馬具などの鉄製品、管玉、ガラス玉、耳環、指輪などの装飾品などが出

土している。

古墳時代の集落遺跡は、ほとんど知られていなかったが、平成25年度の国道438
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号線整備工事に伴い、香川県埋蔵文化財センターが発掘調査を行ったところ、竃を併

設している数基の古墳時代後期の堅次建物跡が検出された『岸ノ上遺跡』があり、古

墳時代の集落形態に大きな兆しが見られる発見があったロ

古代では、その『岸ノ上遺跡』において、古代の主要幹線道路である南海道の側溝

と考えられる溝跡2状を検出している。『岸ノ上遺跡』の南約1kmのところに『法勲

寺」が建立されている。古代における本遺跡の周辺地域は、律令制下で旧鵜足郡にあ

たり、古代条里地割が比較的顕著に残っている地域である。

中世においては、条里地割に沿った土地改良が大規模に行われていることが、近年

の民間開発工事に伴う調査などから確認できるが、明確な遺跡の存在はほとんE見ら
れない。しかし、飯野山南麓に所在する『飯山北土居遺跡』は、平成23年度確認調

査により、約1町を囲む外濠の溝を検出しており、この地域の有力者が居館を構えて

いたものと考えられる。

法勲寺は、中世にも存続していたことが、出土漬物や文献史料からも確認されてい

る。文献史料からは、『法勲寺城跡』が次郎山山頂にあったとの伝承が残っている。

これらのことから、古代以降の集落の様相は、明確ではない地域であり、本遺跡が

初現と言っても過言ではない状況である。
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第3章飯野西分広定遺跡本調査

第1節調査に至る経緯

平成24年度に行った試掘調査の結果から、飯野保育所新築工事に伴い本発掘調査

が行われることが決定した。保育所新築工事開始が平成25年 11月より予定されてお

り、平成24年度に発掘調査に掛かる予算を申請し、平成25年6月17日に埋蔵文化

財発掘調査に関する説明会を行い、調査を開始できる体制を整えることができたので、

梅雨があけるのを待って6月24日から 10月5日まで調査を行った。

第2節発掘調査の内容

第1調査区の概要

発掘調査対象地を3分割したうち、最も西側に位置する南北に長い調査区である。

平面形はほぼ長方形を呈して短辺約 13血、長辺約5(加を測る。地形により北側20血

部分は短辺がさらに短くなり、約加で面積約673ntを測る。
基本的土層堆積状況は、耕作土、床土、包含層、黄褐色粘質土(地山)であること

が判明した。調査区東端では現在の水路により撹乱が見られるところもあるが、安定

した地山である。地域住民からの聞き取り調査では、約30年前まで宇多津町にある

鍋谷に大規模な瓦工場があり、この付近の粘土を持って行ったという情報があった。

包含層と考えられる褐灰色細砂は、厚さがlOcmもなく、土器もほとんど含まれてい

なかった。これらのことから遺構面は削られていたものと考えられる。

検出した主な遺構には、溝状遺構 SDOl~05、 08.!.: SK06、07、09がある。

SDOl 

第1調査区東側中央において、 3条の溝状遺構を検出した。その内の一番北側に位

置する溝状遺構を SD01 とした。幅約 30~50畑、深さ 15cm前後を測り長さ約 12.5m

分を検出した。調査区中央を東側からほぼ南北方向に流れており、南端ではSD04に

切られており、南側の詳細は不明である。北側jに沿っていくと第2調査区において延

長を検出した。本調査地全体では約55m分を検出したことになる。

5箇所のセクションを設定し、土層断面と埋土を観察、深さを確認した。土層堆積

状況は、単層で灰黄色粘質土を呈している。

遺物は、少ないながらも時代を判別できる土師器鉢 (1)とサヌカイト製の石匙 (2)

が出土した。

土師器

鉢(1)は、口径 (15.8咽)、器高7.3cm、残存率口縁部3/8である。胎土はやや粗

く、直径1=以下の長石、石英を多く含んでいる。摩滅が激しく、調整などは不明

だが、弥生時代終末期から古墳時代初期のものと考えられる。

石器

石匙 (2)は、横長雪印j片素材で、刃部は片面調整が施されている。完形で、最大長

5.Oc血、最大幅6.3αE、最大厚0.9c皿、重量18.0go 石材はサヌカイトである@
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第2調査区の概要

発掘調査対象地を3分割したうち、最も北側に位置する調査区である。平面形はほ
ぼ長方形を呈して短辺約27血、長辺約42mで、面積約 1，252rrfを測る。
基本的土層堆積状況は、第1調査区と同じで、耕作土、床土、包含層、黄褐色粘質

土(地山)であることが判明した。遺構は、この地山から掘り込まれており、遺構の

検出高は標高 10.7皿前後である。黄褐色粘質土の地山は、ほぼ平坦で第1調査区と同

じく、粘土を採取する際に削平されたものと考えられる。 1部床土から遺構状の落ち

が確認できたが、その遺構状から出土遺物もなく、埋土も淡灰色を呈しており、不明

であるが掘り込みの形状などから遺構と判断でき、第2調査区は遺構面が2時期存在

するものと考えられる。

検出した主な遺構には、鋤溝 12 条侭D01~10、 16) 、溝状遺構 7 条 (SD23、 29、

82、 85~87)、井戸 1 基 (SE120)、大型土坑 1 基 (SKll) 、土坑 3 基 (SK17、 26、

83)、柱穴群から構成される建物跡である。鋤溝は、一定の間隔を持って、現状の地

割に沿って東西方向で検出した。第1遺構面では、鋤溝、井戸、大裂土坑などが属し、

中世以降のものと判断できる。第2遺構面では柱穴群、溝状遺構7条など中世でも前

半から、宵代、古墳時代のものが属するものと考えられる。

調査区北端3m幅の範囲は、北側に隣接する水田の水が絶えず浸透してきでおり、

遺構検出が不可能であった。さらに、調査区北側に、道路施工予定地が2m幅で、東

西方向に設計されており、その部分は掘削が及iまないため、高台で残している。

鋤輔自ヨD01-10、16)

第2調査区東側2/3に約2m間隔で 11条の溝状遺構を検出した。これらの溝は、調

査区東側から始まり、西側に向かつてながれ、約25血前後で終駕を迎える。幅約4u阻

前後、深さ約 15阻前後測る。南北方向の鋤溝は見られなかったo 埋土は、褐灰色細

砂を呈している。遺物はほとんどの溝から出土している。

土師器

土師器小皿 (11)は、灰白色を呈し、口縁端部のみ濃い灰色をしている。底部はヘ

ラ切りされており、体部は外上方に短く伸びる。 SD04から出土した。

土師質土器

土師質土翻司釜 (12)と考えられる。細く立ち上る口縁部と、短く水平方向に伸び

る鍔部からなる。外面はナデ、内面は細かい刷毛目調整がされている。中世前半のも

のと考えられ、 SD02から出土している。

土師質土器火鉢 (13)は、外面には粗い刷毛目調整を施し、 1条の沈線が見られる。

直線的に外反する口縁端部は、肉厚である。中世のものと考えられ、 SD03から出土

した。

土師質土器羽釜(14)と考えられる。口縁部と鍔部が破損しており詳細は不明だが、

細く内湾する口縁部と、短く水平に伸びると恩われる鍔部である。外国指オサエ、内

面刷毛目調整がなされている。 11と悶様の時期と考えられる。 SD05から出土した。

土師質土器羽釜 (15)は、脚部で灰黄褐色を呈し、やや細く脚先が平坦になってい

る。 SD08から出土した。

土師質土器土釜 (18) である。体部地~B同長を呈するものと考えられる。内面には刷

毛目調整が施されている。中世前半のものと考えられる。 SD08から出土した。

き買掛器

須恵器血 (10)は、残存率が小片で口径を復元できなかった。灰白色と明黄褐色を

呈しており、緩やかに外反し口縁端部に至る。中世のものと考えられ、 SD01から出

土した。
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第4章まとめ

検出した遺構・遺物の内容から、飯野西分広定遺跡について簡潔にまとめ、今後の

調査に役立てたい。

1.古墳時代

第1調査区及び第2調峰区で検出した、溝3条である。土器の観察から初頭のもの

と考えられる。当該地南に重量える飯野山は、弥生時代の集落の上に古墳を築造してお

り、現在でも後期の古墳が4基存在していることが知られている。当該地南に隣接す

る藤高池では、弥生時代の遺物が採集されているなど、この時代の遺跡が広がってい

る可能性は高いものと考えられ、周辺にも集落遺跡が点在していたものと考えられる。

2.古代・平安時代

第2調査区東端において、南北方向に検出した溝SD23であるロ昌世紀後半の須恵
器杯身を出土しており、鋤溝にも切られて検出していることから、比較的古い時期の

水路に使用した溝と考えられる。

第3調査区において東西方向に検出した、掘立柱建物SB04である。 2間X3間で
面積は約22.4rrfを測る小型のものである。居住施設として存在していたのかは、不明
である。 2基の柱穴から石織と黒色土器椀が出土している。石織は、弥生時代の混入

であると考えられるが、黒色土器は 10世紀後半から 11世紀初頭のものと考えられ、

周辺の柱穴群からは中世の土自臓器片などが出土しており、平安時代から鎌倉・室町時

代にかけて存在していたものと想定できる。

3.鎌倉・室町時代

第2調査区及び第3調査区において3棟検出した掘立柱建物SB01-03である。
SB01は、 1間X3聞で面積は約27.4rrfを測るやや小型の建物である。 SK34がこの
建物内部に設けられており、同時期のものと考えているが、この土坑の性格について

は不明である。出土遺物は、土師器、須恵器、土師質土器が出土しており、 SB01と
同様の 13世紀のものと考えられる。
SB021士、 SBOlの内部で南北方向に検出した。 1間X2聞で面積は約9.8rrfを測る
小型の建物である。柱穴2基から土郎器片が出土しているが、小片のため図化できな

かったため、詳細は不明である。

SB03は、 SB02の西側に除援して検出した。府及び雨落溝などの附属施設を擁して
いる。 1間X2間で面積は約5.8rrfを測る小型の建物である。出土遺物から中世でも
やや新しいものと考えられ、 SB01より新しいものと考えられる。
第2調査区及び第3調区において検出した複数の鍛績である。この溝から出土した

備前系奮が 15世紀後半から 16世紀前半のものと考えられ、その他にも土師質土器羽

釜、土鍋などから日常雑器が出土していることから、埋没時期の上限は、 16世紀ころ

と求められる。

最後に、時代は不明であるが、第2調査区東端で検出した井戸である。紺減量横桟

隅柱留井戸で、古くは藤原宮など7世紀後半に見られるが、この遺跡で古代の遺構は、

ほとんど検出できなかったことから中世以降のものと推測できる。

掘立柱建物と鋤溝、井戸を必ずしも同時代の関連するものとは位置付けることはで

きないが、飯野西分広定地域の中世における土生断Ij用の在り方を考える上で、重要な

資料であることは確かである。
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土器実演j一覧表

挿図 調査区 種別 口径署輔底符(剖
胎土 焼成色調 特記事項

写真図版 m土並瞬 器種 韓帯率

1 第 1調査区 土輔器 (15.8) -7.3 ※ やや粗い。 φ1回以下石英長石古 2.5Y712!l讃色

Sl101 鉢 口輯輔3厄

8 揖1調査区 須恵藩 (17.0) - (1剖※ 密。 φ1圃以下黒色絃干円少量古 N釦O灰色

Sl104 将軍 口融制、片

4 第 1調査区 須恵革審 (8-4) - (2.副※ 密。 φ1醐以下車世継子吉 2.5'iマA灰白色

Sl104 税当智 底部218

5 第 1調査区 須恵器 (148) -3.8ー (10.8) 密 φ1回1下黒邑粒子合 N7，厄灰白色

Sl104 祈ヨ考 口縁部218

6 第 1調査区 土瞬器 (32.4)ー (5.8)ー※ 粗い:φ1........5_石英畳右多量脅 7.oYR7sにぷい睦色

Sl104 士重量 口融部'J、.}-j 7.5YR416褐色

7 第 1調査区 須恵器 (15.4) -2.1ー (12.4) やや密 φ1皿以H積損石多量青 2日F凹灰白色

Sl104 皿 口輯輔218 7.5'l闘~灰白色

8 第 1調査区 須恵器 ※一(1.35)ー (19.6) 密 φ1冊以下白色・黒邑粒子宮 N710灰白色

SD舶 H且 属部118

9 第 1調査区 須恵器 (21.8) - (..0) 渓 密 φ1皿以下黒空総子脅 N310暗灰色

SK田 壷 日韓都118 N到。灰色

10 第2調査区 須恵器 (7.0) -1.5-(2.5) 密 2.5Y71l灰白色

Sl104 小皿 口輯憤1218

11 第2調査区 土師電車 (7.4) -1.3-(5.4) 密 φ1皿以下宿英長，;p少量古 2.5'l8/3割横色

SD岨 小皿 ロ麗掴1118

12 第2調査区 土歯車置 (坦6)- (..2) ※ 密 。1回以下石英長石多量・ 2.5'l6l2W<寧E色

Sl102 羽韮 口薗蹄事I局 黒色粒子少量宮 2.5Y812灰白色

13 第2調査匡 土前理置 信6.8)- (5.8) ※ やや粗い φ1皿;;(1司英毘石少量・ 10YR5/6黄褐色

SD田 鉢 口跡調I'J、片 雲母片・赤色粒子少量含 2.5Y6I4にぷい黄色

14 第2調査区 士宮配置 ※(4.5)※ 密 φ1皿石英長石少量・ 2.5'l713浅黄色

Sl105 羽華 目阿部118 醤母片・巣色粒Tさか量曾 2.5Y616明費褐色

15 第2調査区 土師質 ※(6.5) ※ 密 φ1皿以下宿失長，;p・ 10Y描 12!l謹繍色

SD曲 羽量 』開範小片 黒色粒ヂ吉 10YR6泊明贋縄色

16 第2調査区 須恵韓 (11.8) 低出) 巌 聴 や1回以下弔書提石古 N8IO灰白色

SD曲 杯身 日韓部118

17 構2調査区 須藤器 ※ (3.3) ※ 密 φ1皿以下鼎琶粒子連弦音 10YR6Jl桂板色

SD曲 署聾 覇前vJ'片 2.5Y711灰白色

18 第2調査区 士郎賀 (35.2) - (4.4) ※ 密 φ1岨以降積投宥・ 10"四岨民黄褐色

SD曲 土鍋 口睦骨j、片 雲母片・黒色粒子少量吉 10YR7/4にぶい黄柊E色

19 第2調査区 須麟量 (日4)-3.0-(10.4) 密 φI醐以下鼎世粒子サ且官 N6IO灰色

SD盤 杯身 日韓部五湖

20 第2調査区 十E慣 (25.4) 弘司揖 令ベ暗 φ1回以下弔実芸者・ 2.5Y8J3談黄色

SK11 播鉢 U縁部118 黒儲立与勾少量合 2.5Y711灰白色

21 第2調査区 備前系 ※ (5.0) ※ 密 φ1皿以下右実員右少量官 2.5Y5Il黄灰色

SK11 寝 底部小片 2.5'l512暗灰黄色

22 第2調査区 土車時器 ※ (0.8) ※ 密 φ1回以下弔主張宥・ 10YRB12灰白色

SOO1 皿 底骨j、片 黒色組チ少量含 10YR6l2D吾量替取邑



����

23 第2調査区 土師器 ※一 (1回一(5.0) 密 φ1回以下石英高石少量脅 2.5Y町1灰白色

SBOl ，1~IDl 底部3/8 10YR813 ，号室鞍壷色

24 第2調査区 土部器 (7.0) -1踊一極的 密 φ1回以下宿実長右・ IOYR岨灰黄褐色

SB02 小皿 口縁部3/8 鼎色粒子 E雲母Jl少量吉 lOYR6/2D苦竜J褐色

.5 第3調査区 土邸器 栄一 (1崎一 (7.8) 密 φ1皿以下車世世宇少量脅 1田R7i2lc"，，'満雄色

81活渇 皿 底部118

26 第3調査区 備前栗 栄一(5.5)ー※ 密 1冊以下弔軸沙量脅 7.oYR4I2l>許易色

SlJOl 費 口調噛L小片

27 第3調査区 動性土瀧 楽一(5.2)ー (3日 J円相い:φ1-6_右莞昼右多量脅 10YRo泊費静量色

Sl104 底部 底部418

盟 揖8調査区 士宮I理署 (7.4) -1.1-(5.ω 密。 φ1皿以下聖母比少量吉 10Y.民8/2灰白色

8K34 小皿 口縁部118

盟 第8調査区 土前理 ※ (1.35) -"6 密。 φ1幽以下ゐ昌討葺ゐ・ 10YR6/2反革静島色

SK34 輔 底部8IB 雲母片少量含

30 第8調査区 士郎環器 Il.8-3.9-5.0 密 1皿以下赤色・黒直粒子 1OYR813通量割聾色

SK34 揖 口輯憤s8IB 少量含

31 第8調査区 須恵器 (13.2) - (2.7)※ 密 N8，o灰白色

8K34 楠 口融骨j、片 N3，o晴灰色(口縁調車

32 第8調査区 土声博 信8.6)- (4.5) ※ 密 φ1皿石英長石・硲柑多量古 10四 411樟扱色

SK34 土鍋 口融酔j、片 2.5Y713揖粛色

33 第8調査区 土前理置 ※(4，5) ※ 粗い φ1-4阻副長長'fi多量古 10YR713にぷい黄樺色

SK114 摺鉢 口融制、片 7.5YR514に$1吟母色

35 第8調査区 黒色土灘 (15.4) - (4.司諜 密 φ1園以下石高畏石わずか宮 5YR6I6暗色 黒色覇防<nl'

8B倒 楠 口語髄躯218 剥がれる

石器実測一覧渓

挿図 曹誼区
器種 最大長(咽) 最角幅(岨) 最先原(叫 重量(.) 者有 特音出事項

写真耳版 出土遺構

2 第 1調査区 右匙 5.0 6.3 0.9 18.0 サヌカイト

SlJOl 

34 第3調査区 右樺 2.6 1.9 0.5 1.9 サヌカイト

SB<叫



写真図版
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編著者名 著者谷口梢編集東信男

編集機関 丸亀市教育委員会

所 在 地 '1'763-0025 香川県丸亀市番丁(丸亀市立資料舘内)明日877-22田6278

発行機関 丸亀市教育委員会

発行年月日 2014 (平成26)年3月31日

ふりがな ふりがな コード

北緯 東経 調査 調査 調査

所以遺跡名 所在地 市町村 遺跡
。， ， 。， ， 

期間 面積 原因

番号 ロf

皆様
37202 156 34

0 

133
0 

2013. 2，723 飯野保育飯いい野の広両凶分ん

主幹
27' 83' 0624 所園舎

法楚蹴
9' 4' ~ 新築 I寧

い飯いの野ちJ町Kラ 1005 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特輯諒夏

飯野西分 集落 弥生時代 条且地割、 石株弥生土拡

広定遺跡 古墳時代 鋤様、溝、 占話辻師様、

古代 掘立根強E物、 須恵器、陶器、

中世 井戸、士坑 磁著書、土師質士器

弥牛ム時代後半からの遺物号潜跡を検出したが、集落の中心には至らなかっt~o し

かし、今まで平安時代後期から中世にかけて、希薄であった集総量跡を確認できた。

要約 中でも掘立柱建物4基の検出は、この時代を反映するように検出でき、丸亀市内に

おいて中世の集落形態を考えるうえで貴重な発見となり、周辺に遺跡が広がるロI能

性が見いだせる成果を得ることができた。
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